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「自転車利用時の乗車用ヘルメット

着用促進について」

宮城県環境生活部共同参画社会推進課



○概要

【対象】県内の高校生

【募集期間】令和７年７月３日～令和７年８月３１日

【回答者】３９人

【回答方法】ＷＥＢアンケート・紙のアンケート



○結果

設問１

自転車利用時の乗車用ヘルメットの着用が、法律や県条例で
努力義務とされていることを知っていますか。（回答者：３９人）

はい

97％（38人）

いいえ

3％（1人）

ほとんどの人が、努力義務
とされていることを知って
いました！



○結果

設問２

（自転車を利用している方）自転車利用時にヘルメットを着用
していますか。（回答者：２９人）

はい

34%（１０人）

いいえ

66%（１９人）

実際にヘルメットを着用
している人は少ないよう
です。



○結果

設問３ー１

（着用している方）ヘルメットを着用するようになったきっか
けは何ですか。（回答者：１０人）

0 1 2 3 4 5 6 7

家族から勧められたから

学校の規則で決まっているから

自転車販売店で勧められたから

安全だから

（人）

６人

２人

１人

１人



○結果

設問３ー２

（着用していない方）ヘルメットを着用していない理由は何で
すか。（回答者：１８人）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

ヘルメットを持ち歩くのが面倒だから

ヘルメットを着用している人が少ないから

髪型を崩したくないから

ヘルメットが高くて買えないから

暑いし、荷物になるから

頭が痛くなるから

自転車を利用していない １人

（人）

９人

３人

２人

１人

１人

１人



○結果

設問４

自転車利用時にヘルメットを着用する人を増やすには、どの
ような工夫や取組が必要だと思いますか。

【自由記述】（回答者：３５人）

・ヘルメット着用を義務化する。（８人）

・様々なデザインのヘルメットを作る。（８人）

・事故に遭った場合のリスクについて説明し、危機感を抱かせる。（５人）

・ポスターの掲示や呼びかけを行う。（５人）

・ヘルメットを自転車とセットで販売したり、無料で配布したりする。(４人)

・ヘルメットを着用していない人に対する罰則を設ける。（３人）



○結果

設問５

若い世代の人に、自転車利用時のヘルメット着用を呼びかけ
るには、どのような工夫や取組をすればよいと思いますか。

【自由記述】（回答者：３３人）

・ＳＮＳで発信する。（８人）

・学校でチラシの配布や呼びかけを行う。（８人）

・校則などでヘルメット着用を義務化する。（５人）

・ヘルメットを着用しないことのリスクについて周知する。（３人）


